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この機関紙は上毛新聞「愛の募金」の助成を受けて作成しています。
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温かいラーメンとおいしい和菓ﾐ繋を堪能

　

お天気にも恵まれ、12月３日(火)群馬県の

福祉バスに乗り、総勢20人で出かけました。

バスの中では、マイクをまわしながら1人ずつ

自己紹介しました。

　

周りの方と話が弾みあっという間にあわしま

堂に到着です。あわしま堂の紹介ＤＶＤを見て

からの工場見学では、美味しそうな和菓子がベ

ルトコンベヤーの上を流れていく様子は見応え

がありました。また、無料の和菓子の試食がた

くさんあり、あまりのおいしさにあれこれと皆

さんのお土産の袋が大きくなりました。

　

道の駅「どまんなかたぬま」で、中華料理

の昼食です。佐野うーメン、チャーハン、点心

と盛りだくさんでした。

　

次に大麦工房ロアでお買い物をして、無料の

お土産も頂きました。

　

全員が笑顔で研修会・患者交流会を終えるこ

とができました。

　

今回、参加されなかった皆さんもぜひ、来年

は、参加してみてはいかがですか。新しい出会

いや発見があるかもしれませんよ。
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12月１日(日)ＪＰＡ第28回幹事会が、新宿文化ク

イントビルで開催され25団体(委任状を含め43人)

が出席しました。

　

川原副代表の挨拶で始まり、議長を選任し５月の

総会以降のＪＰＡの活動経過報告と次の内容等の討

議を行いました。

　

組織については副代表を４人体制で行う。理事の

役割分担を決め活動を行ってきた。財政については

会社関係への寄付や広告の依頼訪問を行っていく。

　

難病対策については2020年1月に難病法が５年目

を迎えた、ワーキンググループを設置し見直しにつ

いて討議を重ねていく。今後５年ごとに見直しをす

るということではない。地域活動ブロックの活動強

化を支援していく。

(3)

　

また災害について近年大きな災害が発生している、

災害時の難病患者の避難所と一般のだの避難所につ

いての問題。就労支援、新たな医療の取り組み、広

報活動などについて報告がありました。

　

難病の日記念イベントについては本年行うと報告

があり、難病治療や療養生活への関心を高め、患者

のためにより良い法律となるよう「難病の日」の一

層の普及啓発活動を各地域難病連でもお願いしたい

との話がありました。

　

翌２日、これらの討議をふまえ厚生労働省へは難

病法について、文部科学省には難病や慢性疾患のあ

る病児への教育について、内閣府防災担当へは難病

患者等への災害対策についでを要望しました。
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茨城難病連原会長

　

｢関東甲越ブロック交流会in茨城｣がJPA辻邦夫

常任理事を来賓に迎え11月23日(土)、24日(日)

の２日間ひたちなか市ホテルニュー白亜紀で開催さ

れました。開催県の茨城より18人、その他難病連

から栃木３人、山梨３人、群馬２人の計26人が出

席しました。

　

茨城難病連の原貴美子会長のあいさつ、来賓の辻

邦夫ＪＰＡ常任理事のあいさつの後、各県難病連代

表の自己紹介がありました。

　

その後(JF=)へ地域ブロック活動の推進｣と題し

た辻常任理事の講演が行われ、茨城、栃木、埼玉、

神奈川、大阪の各難病連の状況が報告されました。

加盟団体数や会員数、財政規模や会の特徴、活動内

容、課題など。今後各難病連への期待とし、｢やるべ

き基本活動をより良い形で｣●難病、小児慢性疾患、

長期慢性疾患への対策●行政や医療との連携及び協
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ＪＰＡ辻常任理事

　

力、提案●ピアサポートやピアカウンセリング●ＨＰ

　

等を活用した啓発活動、交流活動の推進●障害者施

　

策等の更なる充実があげられました。

　

講演後は各難病連の活動発表が行われ、群難連の

役員体制、加盟団体､支援団体等を水沼会長がパワーポ

イントを使用し説明しました。栃木県は平沢会長が会

の概要、各加盟団体間の連絡調整、医療相談会の委託

事業、行政との連携などの説明がありました。山梨県

は難病センターだよりと広報紙をもとに説明し、茨城

県からは「ひたちなか海浜鉄道JXの割引制度が、難病

連の要望により実現した実績の報告がなされました。

　

※「ひたちなか海浜鉄道」では2018年７月８日

　

より全国に先駆け難病患者を対象とした運賃割引

　

制度が開始されました。同年10月からは福井県

　

の「えちぜん鉄道」と「福井鉄道」でも同様の

　

割引サービスが開始されています。
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＜診療科目と担当の先生＞

○脳神経内科‥
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第７回

　

療養医療相談会

　　　　　

老年病研究所附属病院岡本幸市先生

　　　　　　

群馬大学附属病院長嶋和明先生

○腎臓・リウマチ・膠原病内科…………………

　　　　　　　　　　

井上病院野島美久先生

○整形外科

　　　　　　　　　　

井上病院米本由木夫先生

○ソーシャルワーカー協会………………………

　　　　　

老年病研究所附属病院須永瑞紀先生

　

11月24日(日)午後１時より県社会福祉総合

センターにおいて、今年度東毛地区に続き２回

目の療養医療相談会を開催しました。

　

脳神経内科は前年度相談者が多数たったため

今回は２人の先生にお願いしました。総勢18

人の患者家族の方が来場され、やはりパーキン

ソン病患者さんの参加が多＜みられました。内

訳として腎臓・リウマチ・膠原病に４人、神経

内科に８人、整形外科に３人、ソーシャルワー

カーへの相談が３人ありました。

＜当日参加された方のアンケートより＞

・かかりつけ医以外の先生に相談できて良かった

・今後どのように療養したら良いか分かった

・事前に用意した質問に詳しく説明があっだ

・この先の治療について考え検討していきたい

・病気の他に薬のことも相談できて良かった

・今後の状態や気になっていることが相談できた

・療養中同じ病気の方と会うことが無く不安

　

だったが難病サロンでお話が出来良かった

『かかりつけ医以外の先生に相談できて

安心した』という声が多数ありました

　

インフォームドコンセントは保険の対象外な

ので高額な費用が掛かります。是非このような

療養医療相談会に参加していただきたいです。

　

『今かかりつけ医制度を充実させているため

紹介状を書いていただけないので困る。何か改

善策はないのか？』という意見もありました。

　

控室では難病サロンとして群難連ピア相談員

も交え患者さん同士情報交換されていました。
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７月のみなかみ、

　　　　

10月の安中に続き、太田で開催

　

12月１日(日)13時から15時、太田市福祉会

館にて｢難病よろず相談室｣を行いました。パー

キンソン病患者とご家族等３組、関節リウマチ

患者２人、延ベフ人の相談者がおみえになり、

各団体の担当者が対応しました。

(5)

　

調子が悪くても何の病気かわからない、主治

医に自分の病状を上手く伝えられない、出され

た薬の副作用が気になる、などなど患者として

の悩みは尽きません。また、仕事や地域の活動

なども、病気になり思うようにできなくなるか

もしれません。家族や友人にも言えないことも

あるかもしれません。そんな時、「難病よろず相

談室」をぜひご利用ください。
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10月26日(土)、27日(日)は、高崎健康福祉

大学の学園祭で11月９日(土)、11月10日(日)

は、県立健康科学大学の学園祭にて国会請願署
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名活動を行いました。多くの方々のご協力のも

と、たくさんの署名をいただきました。
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46年間の功労を称え

　

2019年度の群馬

県社会福祉大会が、

11月22日(金)昌賢

学園まえばしホール

にて｢人がともに心

を寄せ合い、だれも

が役割と生きがいを

持てる地域共生社会へ」をテーマに、第１部で

は、演題「医療的ケアがあっても安心して暮ら

し、学びたい」と題し講師は内多勝康さんを迎

え、記念講演会が行

われました。

　

第２部の式典では、

山本一太知事のあい

さつではじまり、来

賓の皆様から祝辞を

いただき、各分野で功績のあった多くの方の表

彰がおこなわれました。群難連からは、本間輝

雄さんが、1974年８月に群馬県難病団体連絡

協議会が設立された当初から、46年間ベー

チェット病友の会群馬県支部長として活動して

きた功労を称え表彰されました。

　

公明党から群馬県
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県会議員をはじめフ

人の議員の方々が出

席し、11月27日(水)

に県社会福祉総合せ

ンターにおいて意見交換会が行われました。群

難連からは大潭事務局長以下３人の役員が出席

しました。

　

群難連と各加盟団体からの要望の重点事項は

以下の通り。

〈群馬県難病団体連絡協議会〉
１

２

３

難病等患者の雇用推進について

難病等の啓発活動の推進について

難病患者の負担軽減制度について
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(給付金制度について)

４．県内公共施設入場料無料化･割引について

〈(公社)日本リウマチ友の会

　

群馬支部〉

１．災害時における福祉避難所設置と情報提供

　

などリウマチ患者への支援を講じてください

２．地域格差の無い医療･介護･福祉等の情報提

　

供を充実させてください

３．高額なリウマチ治療薬を必要とする患者の

　

自己負担軽減を国へ働きかけてください

〈全国膠原病友の会

　

群馬県支部〉

１．指定難病受給者証の手続きの簡素化、更新

　

手続きの延長、自己負担の軽減について

２．各市町村障害福祉サービス窓口担当者の難

　

病研修について

３．公的施設への入場料免除について

〈群馬肝臓友の会〉

１．ウイルス検診の促進と啓発について

２，肝硬変･肝がん患者への医療費助成について

　

福重県議より、結党55周年を迎え福祉を重

要課題として力を注ぎ小さな声を拾い上げてい

きたいとのあいさつがありました。水野県議か

らは災害時の対策として、関東段ボール協会と

防災協定を締結し、段ボールベッドを優先的に

備蓄できるよう進めてゆくとの情報提供があり

ました。

　

群難連からは、県が周知を進めているヘルプ

マークも実際にはまだ一般には浸透していない

現実などを訴えました。30分という短い時間

の中で思うように伝えきれないこともありまし

たが、有意義な時間を持つことができました。

各会行事報告

知らなかった！

　　　　　　　

｢ポッキー｣の名前の由来!!

　　　　　　　　　　　　

《前橋市難病友の会》

　

前橋市難病友の会では、10月31日に埼玉県

北本市にあるグリコピア・イースト工場見学の

研修交流会を行いました。晴天にも恵まれ、会

員・家族など15人が参加しました。

　

工場見学では、工場の概要をビデオで観てか

ら３～６階のポッキーの製品が出来上がる工程
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の説明を受けました。「ポッキー」の名前も最初

は、チョコスティックをもじり、テクテク歩き

ながら食べるチョコスナックの意味から、

「チョコテック」としていたが、その後テストセー

ルをする時に″ポッキン″の響きを持つ「ポッ

キーチョコレート」になったとのことです。工

場では、人の手が触れることなく原料から製品化、

袋詰め、箱詰めがされていました。見学後は、

売店で大きな袋にいっばいのお土産を買う人も

大勢いました。

　

昼食は北本市にある「美織うどん」という店

でトマトカレーを食べました。店の前には「Ｂ

級グルメ日本一」のノボリが何本も立っており、

味もなかなかで、美味でした。

会員の声

　　　　

久しぶりのデートでした

　　　　　　　　　　　

〈膠原病友の会

　

匿名〉

　

主人と２人でテレビを見ていたら、栃木県の

「あしかがフラワーパーク」のイルミネーショ

ンが紹介されていました。「あら、きれいなイ

ルミネーションね。行ってみたいね。」話がま

とまり、お正月に出かけることになりました。

　

昼間は晴れていましたが、だんだん暗くなる

と寒さが一段とまし肌に刺さります。「あしか

がフラワーパーク」についたときには、あたり

は、薄暗くなっていました。車を駐めようと駐

車場を探しましたが、ものすごい混みようで

びっくりしました。駐車場から５分くらい歩い

たでしょう力ｘ.｡｡角を曲がったら山肌にキラキラ

ときれいな光が見えてきました。キラキラが見

えたとたん急に足取りも軽くなりました。

　

イルミネーション会場は、とても混んでいま

したが、目に入る光が眩しく、特に藤の花のイ

ルミネーションが時間ごとに、ピンク色、紫色、

緑色とだんだん色の変わる様は、素晴らしいも

のでした。会場内の遊歩道をめぐると赤や黄色

の花畑が広がり夢の世界のようでした。寒い中

でしたが、日頃の生活を忘れるくらい楽しいひ

と時を過ごすことができました。
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橋
爪
栄
子
〉
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｛
―
ｉ
ｌ

　
　
　
　

ｊ
ｌ

か

　
　

し 寄付御礼

東京電力労働組合より１月26

日(日)、群難連に多大なご寄付

をいただきました。

　

2019年度賛助会員と

して群馬県内各支援団体

よりご協力いただきまし

た。

　

厚く御ﾈし申し上げます。

昭和46年６川７「|

　

第3陣郵便物認可（毎月６岡５の日・０の日発削

　　　　　　　

2020年３川７日発行

　

SSK増刊通巻第5404廿

柳渾亮執行委員長(右)

・連合群馬

　

様

・群馬県医師会

　

様

・群馬県歯科医師会

　

様

・群馬県薬剤師会

　

様

・群馬県看護協会

　

様

　　　　　　　　　　

(順不同)

群難連新年会

　

１月26日(日)に行われた第３回理事会に引き続き新年会を行いました。当日は、群難連顧問の中沢

丈一先生もご多忙の中お越し下さり、あいさつをいただきました。

　

会費は、1500円。お弁当を食べてから恒例のビンゴ大会。群難連の役員と、群腎協の協力で沢山の

景品が準備されました。リーチのたびに大きな歓声が上がり大変盛り上がりました。今年の１等賞を引

き当てた幸運の持ち主は、群難連相談役の温渾さんでした。

ｔ
ｌ
ｌ
ｌ
・
～

一

卜

伝

,ぬ

ｙ
？
・
．
・

僅§Ei温渾相談溜

一一
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Ｉ
■
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
■
Ｉ
圃

■I■■■ ■I■Ｉ■

第2回

■I■Ｉ■

｢難病の日｣記念のつどい

難病患者の悲願であった難病法成立を記念し、５月２３日が「難病の日」

として登録されました。難病の日をきっかけに、確率は低いものの、国民

の誰にでも発症する可能性のある難病について、思いを寄せていただけま

したら幸いです。

日

　

時

Ｉ会場：

Ｉ
■
Ｉ
皿
Ｉ

Ｉ
■
Ｉ
Ｉ
Ｉ

５月２３日 り土く

午後１時３０分～３時３０分

　

（受付：午後１時～）

群馬県社会福祉総合センター

　

８階

　

大ホール

＜１＞「患者の声を社会へ！」

　　　　　

・群馬県肺高血圧症患者会

　

よつ葉の会

　　　　　

・全国膠原病友の会

　

群馬県支部

　　　　　

・全国パーキンソン病友の会

　

群馬県支部

＜２＞イングリッシュハンドベルミニコンサード

　　　　　

「前橋ドリームベル」の皆さんによる演奏

　　　

，

＜３＞講演会

「感動は生きるカ

　

ー星野富弘の生き方と詩画作品－」

　

富弘美術館館長聖生清重（せいりゅうきよしげ）さん

＊参加費は無料です。

＊会場内に加盟団体・協力団体の紹介ブースもあります。

＊問い合わせ先

　

群馬県難病団体連絡協議会事務局

　

ＴＥＬＯ２７-２５５-００３５（平日ＩＯ：ＯＯ～１５：○○）

■Ｉ■I■ ■Ｉ■I■ ■Ｉ■I■
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パーキンソン病カフェ

　

パーキンソン病友の会では、前橋市問屋町のデイ

サービスセンターはずみ野の部屋をお借りして偶数

月の第1日曜日、13時から15時まで「パーキンソン

病カフェ」を開催しています。ここは、患者家族が

集まって気軽におしゃべりしたり、悩みを相談し

あったり、療養相談ができる場所です。会員はもち

ろん会員でない方も大歓迎です。思い切って出かけ

てみてください。同じ病気を抱えた仲間たちの話を

聞くだけでドーパミンも良く出るかもしれません。

開催日

時

　

間

ところ

：偶数月の第１日曜日

:13時～15時

：デイサービスセンター

　

はずみ野

前橋市問屋町１－５－１

グランドハイツ108

　　　　　　　　　

カフェの様子

＊気軽にご参加下さい＊

お問い合せは

　　　　　　　　　

○7i

店主井上桃世090(4464)8905まで

アステラス製薬は

“患者会支援活動”に取り組んでいます。

患者会活動を側面から､幅広くお手伝いするため、

2006年４月より社会貢献活動として取り組んでいます。

公募制活動資金助成

　

・ピアサポート研修

騨しくは水－ムベージで１キーワードで検察してください．

　　　　　　　

-FiW^m

　

，p｀;

　　　　　　　　

[]1二亘)を

リ

明日は変えられる

ノ
ｅｔＱ

Ｊ as

アステラス裂=吠休武jｊl

●

に
゛
’
…
…
ｙ
゛
゛
『

巴

゛ ↑

』

」

j紬｝｀だりﾝ｀･ﾄ･･汗/・トヤ……･卜がﾐ叫令･'｡'=‘=･y･i;｡･,こ･,｡－。こここ

一喰ｔコニ染谷卜平こ÷ご二平二冊平平そそ÷ト.,
,ji≫ia*^r/;;-;rf;:゛夢ぶニ卒万I**≫W|°:gBB|Bg5ij/■''''''"'^'^'sa^te;
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クロスワー

　

パズル

ド

タテ・ヨコのカギを

ヒントに空白を埋め

て下さい。Ａ～Ｈを

順につなぎ８文字の

言葉を完成させてく

ださい。

■
∩5

6G

Ａ
■I゛

■
１１

■
１２

Ｄ
１３

-１６

１４

-

Ｂ

Ｉ
■
11ﾆ■
Ｉ

■ ■
１９

[c
２０

２１

憚 ■
２３

２４

Ｈ
■25

■

タテのカギ

　

１．上州名物といえば、かかあ

９

４

５

天下と･

国人

花

島

ヨコのカギ

合わせ･ 手-。みず

４

，

８

月の第一日
1854年、下田にペリーが

１０．右手をあげているものはお

　　

金を、左手は人を呼ぶのだ

　　

とか。「一猫」

１１．「でこの原理」

　　

作用点

12.ウルトラ･

23

24

〔応募要領〕

◆ハガキ裏面に筥え、住所、氏名、

電話番号を明記してください。◆応

募先＝群馬県難病団体連絡協議会

(干371-0843前橋市新前橋町13-12

群馬県社会福祉総合センター4F)

◆締切＝2020年６月22日(月)◆正

解者の中から抽選で４人の方に図書

カードを贈呈いたします。

　　　　

クロスワードパズル

77号の筥え:｢新聞配達｣

ハ ツ ユ メ ■ -一

一－ヽ 力４
タ キ ■ ソ ウ ■ ン
キ ノ ウ ■ イ キ が

■ ワ ス レ ル ■ 工４
ヤ ■ ア Ｉ ス キ ル

キ チ ジ ツ ■ ユ ■

メ 力 ■ リ ハ - サ
ili

シ －フ ハ ■ シ ブ ヤ

６６
ＭＭ

いつもたくさんのご応募ありがとう

ございます！正解者の中から４人の

方に抽選の上、図書カードをお送り

しました。今号へのご応募もお待ち

しています。

応募ハガキに添えられた一言に機関

紙編集委員一同、励まされています!

2｡一来語。

3,わっしょい！わっしょい！

　

担ぐものは？

5,家族でくつろいだり，団ら

　

んする部屋
6｡庭やプランターに

　

や野菜の芽が出るのを楽し

　

みに…

7.フライドー。照り焼きー
－

｢明日の遠足は･
す｣

俗にいう「ピンポン」です
間違えないように！-を

付けます
１７．リオ五輪の閉会式では安倍

　　

マリ才力こから登場

18.他人に対する態度などに現

れる､その人の心の持ち方。

　

21

性質。気質
19.日本は一夫一婦。国によっ

　　

てはー←もあります
20.キヤツスレスがすすんでい

　　

ます。電←

21. 1都１道-43県
22.竜宮城へ行ったのは一

　　

太郎です

アンパンー

かな

－

「いろは」

ロハ」←

決行で

　

13.「いろは」←ひらがな。「イ

１５．春、夏、秋、冬

１６．アルファベットの最後の文

　　

字は？

１７．米国の通貨

19.花嫁さんが結います。

　　

｢文金-｣

菌。ビフィズス菌はそ

の一種。ヒトの腸内にも
｢果報は一待で｣

坊。気まぐれな人
25.アイ・ラブ・-ワ

▼
元
号
が
令
和
と
な
っ
て
初
め
て
の
新
し

い
年
を
迎
え
た
。
難
病
法
・
小
児
慢
性
特

定
疾
患
の
施
行
５
年
を
目
途
と
し
た
見
直

し
に
向
け
た
地
域
共
生
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
の
取
り
ま
と
め
が
厚
労
省
Ｈ
Ｐ
よ

り
公
表
さ
れ
た
▼
そ
の
中
の
「
就
労
支
援

に
つ
い
て
」
で
は
、
難
病
患
者
等
自
身
が

病
状
や
配
慮
を
要
す
る
事
項
等
の
関
係
情

報
に
つ
い
て
、
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
、

就
労
支
援
機
関
、
企
業
に
対
し
て
説
明
す

る
こ
と
が
難
し
い
場
合
が
あ
り
、
適
切
な

支
援
や
配
慮
を
受
け
に
く
い
場
合
が
あ
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
就
労
継
続
の
場
合

に
は
、
患
者
本
人
が
希
望
す
る
場
合
、
可

能
な
限
り
辞
め
ず
に
済
む
よ
う
、
企
業
側

の
理
解
を
得
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り

企
業
の
関
係
者
に
よ
る
理
解
促
進
を
図
る

た
め
に
は
、
社
会
一
般
に
向
け
た
普
及
啓

発
が
有
効
で
あ
る
▼
相
談
会
で
の
あ
る
事

例
で
は
「
事
前
に
病
気
の
説
明
は
し
て
い

た
が
合
理
的
配
慮
が
な
さ
れ
ず
辞
め
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。
最
初
は
理
解
し
て
頂
い

て
い
る
と
思
っ
て
い
た
が
上

　

▼
社
会
一

般
へ
の
普
及
啓
発
に
向
け
た
第
２
回
「
難

病
の
日
」
記
念
の
つ
ど
い
が
５
烈
ハ
ー
日
に

県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
８
階
大
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
る
。
難
病
患
者
・
家
族
が

生
じ
る
課
題
に
向
き
合
い
誰
も
が
安
心
し

て
療
養
で
き
る
よ
う
、
多
く
の
県
民
や
企

業
等
へ
難
病
に
対
し
て
の
理
解
を
深
め
て

い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

〈
大
洋

　

記
〉



編
集
人
／
前
橋
市
新
前
橋
町
１
３
－
１
２

　

群
馬
県
難
病
団
体
連
絡
協
議
会

　

ｍ
・
㈲
（
０
２
７
）
２
５
５
－
０
０
３
５

　

発
行
人
／
東
京
都
世
田
谷
区
祖
師
谷
３
－
１
上
に
ヴ
ェ
ル
ド
ウ
ー
ラ
祖
師
谷
１
０
２
号
室

特
定
非
営
利
活
動
法
人

障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会

定
価
１
５
０
円
（
会
費
に
含
む
）
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　　呑　ゐ’　　口　　回付

匹
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ｊ　　　　　　と
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・第２回「難病の日」記念のつどい

　

と

　

き：５月23日（土）牛後１時30分～３時30分

　

ところ：県社会福祉総合センター８階大ホール

・群難連第47回定期総会

　

と

　

き：６月28日(日)午前10時～12時

　

ところ：県社会福祉総合センター８階大ホール

　

※定期総会は午前のみの開催となります。

・出前｢難病よろず相談室Jin沼田

　

と

　

き：フ月12日(日)牛後１時～３時

　

ところ：未定

難病よろず

　　

電話相談室
難病患者の悩みや相談を、

　

難病患者の伸間か親切に応じます

●●● ●● ●● ●

毎月第２・第４日曜日

午後１時～午後４時
TEL ０２７－２５５－○０３５

　

個人の秘密は厳守します。

　

まずは、気軽にお電話を！

●●●● ●●● ● ●●● ●● ● ●●●●● ●●● ●●●●●
●

　

昨
年
の
１
１
月
、
左
肩
が
痛
く
な
っ
た
。

日
に
日
に
腕
《
王
体
が
上
が
ら
な
く
な
り
、

夜
も
昼
も
激
痛
に
襲
わ
れ
た
。
そ
の
少
し

前
に
風
邪
で
持
病
の
薬
を
や
め
て
い
た
の

で
、
そ
れ
が
原
因
と
思
っ
で
あ
ま
り
気
に

し
て
い
な
か
っ
た
が
い
つ
も
と
様
子
が
違

う
。
私
か
通
っ
て
い
る
病
院
に
は
１
週
間

に
１
度
し
か
主
治
医
が
来
な
い
の
で
、
在

籍
し
て
い
る
病
院
に
電
話
し
予
約
を
と
っ

た
。
診
察
室
で
先
生
に
、
持
病
と
は
関
係

な
い
痛
み
と
の
説
明
を
受
け
た
。
注
射
と

飲
み
薬
で
快
復
し
た
が
、
激
痛
に
な
る
前

い
つ
も
と
違
う
と
感
じ
た
時
に
先
生
に
相

談
し
て
お
け
ば
良
か
っ
た
と
後
悔
し
た
。

　

今
週
初
め
又
あ
の
痛
み
が
や
っ
で
き
た
。

１
１
月
に
処
方
さ
れ
た
薬
を
飲
ん
で
、
週
１

回
の
先
生
の
診
察
日
に
行
っ
て
き
た
。
今

回
は
、
激
痛
ま
で
我
慢
し
な
か
っ
た
の
で

こ
の
原
稿
を
書
け
て
い
る
。

　

少
し
痛
く
で
も
こ
れ
が
普
通
、
こ
ん
な

自
己
判
断
は
禁
物
。
先
生
は
勿
論
、
家
族

や
周
り
の
人
に
も
結
局
迷
惑
を
か
け
る
こ

と
に
な
っ
た
。
自
分
の
病
状
を
普
段
か
ら

把
握
し
て
お
く
こ
と
。
家
族
や
周
り
の
人

に
も
伝
え
る
、
頼
る
、
感
謝
す
る
こ
と
が

大
切
だ
と
気
付
か
さ
れ
た
出
来
事
た
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〈
前
田
〉
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磯
間
紙
編
集
否
員
の
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